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山形県下 におけるウンカシヘ ン

チ ュウの寄生1,2

布施 寛3・佐藤政太郎

山形県農業試験場庄内分場

(1967年12月25日受領)

ウンカ類に寄生する ウンカシヘ ンチュウ Agamermis unka

 KABURAKI et IMAMURAに っ いては,大 分農試(1939),江

崎 ・橋本(1937),小 林(1961)ら によ ってその寄生率が,今 村

(1932)に よってその生態 が報告されてい るが,こ れ らは 主 と

して西南 暖地 の例であ り,東 北地域については 全 く調査 され て

い なか った。寄生率 について も,上 記小林が徳島県で,成 虫,

幼虫に対 して35.0%の 寄生率 を示 した例がある事を報告 してい

る以外はすべ て成虫 の み に つ い ての報告 で あ り,ウ ンカの成

虫,幼 虫,翅 型,寄 生頭数,幼 虫 の発育段階 などと寄生率 との

関係に関す る報告はみ られない。

 筆者 らは,1966年,山 形県庄 内地方 のウンカに 寄生す るウン

カシヘ ンチュウの寄生率 の調査 を行 ない,こ れ らの点 に関 し一

応の結果 を得 たので報 告する。

 なお本文に先だち,ご 指導いただい た東北農業試 験場小林尚

博士 に厚 く御礼申 し上げる。

材 料 お よ び 方 法

 供試 昆虫 は,例 年 ウンカ類の発生 の多い6地 点 と,例 年はほ と

ん ど発生 しないが1966年 には異常に多発 した1地 点の計7地 点

か ら,立 毛 中の水田で,株 元 かきわけ法 によ って 採 集 した トビ

イロウンカ ノW1αραsθα'α1κ9θ〃s STAIお よび セジ ロウン カ

Sogα'611α∫κγcが67αHORvATHの 成幼虫で ある。

 採集時期 は第1表 内にも示 したが,地 点によ り異な り, 9月

1 The parasitism of the Agamermis unka to the rice planthoppers in Yamagata Prefecture. By Hirosi FUSE and 
 Masataro SATO (Shonai Branch, Yamagata Agricultural Experiment Station, Fujisima, Yamagata-Pref.)

2 本報告は昭和42年 度 日本応用動物昆虫学会大会 で発表 した。

3 現在,山 形県 東田川地方病害虫防除所
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16日 ～30日 の間で,い ずれ も採集 と同時に70%ア ル コール溶 液

入 りのびんに投入 して殺 し,虫 体か らのシヘンチ ュウ の脱出を

防 いだ。

採 集され た虫 はすべ て種類,翅 型,成 虫,幼 虫 に分 け,ま た幼

虫 では一部 の地点 であるが,老 令(4～5令) ,中 令(3令),若

令(1～2令)別 に,ズ ーム式双眼実体顕微鏡下 で1個 体ず つ

解剖 し,寄 生の有無お よび寄生頭 数について調査 を行 な った。

結 果 お よび 考 察

調査結果は第1表 に示 した とお りで,羽 黒町 ではセジ ロ ウン

第1表 ウンカシヘ ンチ ュウ寄生 率の地 域差

カが多 く,そ の他 の地区で は トビイロウンカが多 く,こ れ らに

対す る ウンカシヘ ンチュウの寄生率 は,地 域別 にみる と,概 し

て出羽丘 陵に沿 った ウンカ類 の常 習多発地 帯で 平 均30.3%と 高

く,日 本海寄 りの砂丘に沿 った常習多発地帯 で は平 均7.1%と

低 く,従 来はほ とん ど発生がな く,1966年 のみに多発 した庄内

平野のほぼ中心にあ る藤島町で は全然寄生 がみ られなか った。

この結果か ら調査例は少な いが,本 種 は上記 ウンカ 類の多発

地 帯にはかな り普遍的に分布 し,そ の 密度 は地 帯に よってかな

り明瞭に異なる ように考え られ る。

ウンカの種類間では,ト ビイロウ ンカの 方に寄生率が高か っ

たが,こ れは,江 崎 ・橋本(1937)の 場合 と逆 の結果にな って

いるが,こ れはその年の発生量,採 集時期,調 査個 体数等 の違

いに よるもので あるか,あ るいは地域 の違 いに 基づ くものであ

るか今後検討を要す る。

しか しなが ら・ 今村(1932)は シヘ ンチ ュウの虫体への寄生

は,土 中か ら田水 中に泳出 して水稲に達 し,水 面近 くの寄主に

侵入す る機会 を得 るのである としてい るが,本 種の 寄生に トビ

ィ ロウンカとセジ ロウ ンカの間に 選択性がない とすれば,東 北

地方では,前 者が株元近 くに寄生 し移動性が弱いので,当 地方

におい ては本調査 のように トビイ ロウンカの寄生 率が 高 く出て

不 思議はない もの と考え られ る。

第2表 幼虫お よび成虫 の翅型別 にみた寄生あた りの

寄生数

翅型別の寄生は第2表 に示 したよ うに,両 ウンカ と も長翅型

よりも短翅型におけ る寄生が高か った。 これは,本 種の寄生率

が前述のセ ジロウンカよ りも トビイ ロ ウンカに高 かつた こと,

お よび 次にのべ る幼虫 の寄 生率 が成 虫のそれよ り高か ったの と

同 じ 理由に基づ くも の と考え られ る。

幼虫に対す る寄生 は,第1表 に示 したように,概 して寄生率

の高い地点では成虫にお けるよ りも高 い傾 向がみ られた。

幼虫の発育段階別 では第3表 に示 した ように,そ の寄生は若

令期には認め られず,中 令期 にな って認 め られ,老 令期に著 し

く高 まった。 この事か ら,本 種の前記両 ウンカに 対す る寄生は

中令期お よび若令期の後期頃に おこるの ではない か と考 え られ
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第3表 幼虫の発育別にみた寄主あたりの寄生数

る。

次に ウンカ1頭 あた りの本種の寄生数 は,第2表,第3表 に示

した ように,種 類,翅 型,成 虫,幼 虫および幼虫の発育段階の別な

く,1頭 寄生の場合が最 も多 く,3頭 寄生 は最 も少なか った。

この傾 向は今村(1932)の 結果 と同様 であつて,1頭 寄生が全

体 の68.5%,2頭 寄生が26.8%,3頭 寄生 が4.9%を 占めた。

摘 要

山形県庄 内地方 におい て,9月 に ウンカ シヘ ンチ ュウの寄生

率に関す る調査 を行な った。

1) 本種 の トビイロウンカおよびセジ ロウンカ に対 する寄生

率は,両 ウンカの常発地 である 出羽丘 陵地 帯 で は 最 も 高か っ

た。 しか し例年ほ とん ど発生 しない平野部で は寄生 が 全然み ら

れなか った。

2) 本種の寄生率はセ ジ ロウンカよ りも トビイ ロウンカに 高

く,長 翅型 よりも短翅型に高 く,ま た概 して成虫 よ りも 幼 虫に

高か った。 これは生息部位や移動性 の 違い に よるものと思わ れ

た。

3) 本種の寄生は,幼 虫の中令以降 に 認 め られ る こ とか ら,

その寄 生は中令期か若令後期 の頃で はないか と考 え られた。

4) 本種の ウンカ1頭 あた りの寄生数 は,1頭 寄生 が圧 倒的

に多 く,2頭 寄生,3頭 寄生 と減少 した。
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